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世界各国・日本・地域において、
他の人の幸せを自分の幸せとして感じられる人、
つまり、「地球市民」として、
今の幸せを感じながら生活している社会を創る

地球市民の会は、佐賀市に本部を置く

国際協力・国際交流を通して地域づくりを行なう「認定」NPO法人です

Our Mission

私たちは、ミッション実現のため

SDGsを推進します

認定NPO法人地球市民の会
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循環型共生社会の創造
「与え合い・助け合う」農民主体の農村づくり

ミャンマー
Myanmar

●学校・寮建設、寄宿舎運営 ●農業支援事業

●水力発電所・水タンク建設 ●森林･環境復元事業

「海を越えた思いやりの心」を、
日本とスリランカで育む

スリランカ
Sri Lanka

地域の先生たちと一緒に、
東北部の子供たちの教育を支えていく

タイ
Thai

●奨学金事業 ●小規模水力発電所建設

●救急車輌搬送

地域に愛着をもち、誇りをもって
これからも活き活きと生活していく地域づくり

日本
Japan

●奨学金 ●自立支援小規模支援

●耕作放棄地対策事業 ●空き家プログラム

●子どもの居場所づくり事業 ●緊急支援
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創設者・古賀武夫（故人）

•人間な誰（だり）でん一緒じゃった。

国際交流事業＝日韓交流「かちがらす計画」、
小さな地球計画、地域の国際化

• 「日本人はバナナか？」

多くの“タイ病”患者、タイ事業→スリランカ事
業へと広がり

• 「食べ物を与えないでほしい。食べ物の作り
方を教えてほしい」

ミャンマー事業
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地球市民の会国内事業担当

立命館アジア太平洋大学卒業

西日本新聞社で7年間、記者職として九州の国際交流、国
際協力、多文化共生の現場などを取材。

新聞社を退職し、JICA青年海外協力隊でフィリピンへ派
遣。自らも海外で「外国人」を経験。

帰国後、認定NPO法人地球市民の会入職。

2018年1月にサワディー佐賀を立ち上げ、代表に。
2021年1月、総務省ふるさとづくり大賞（団体表彰）受賞

日本ファンドレイジング協会・准認定ファンドレイザー

自治体国際化協会 多文化共生マネージャー（27期）

山路健造（地球市民の会）
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多文化共生関係の歴史

• 地域の国際化の促進（1983年～）

• 小さな地球計画（1986年～）
日本で暮らす留学生を佐賀に招き、「第2のふるさと」と思ってもらえるように、ホームステイや
地域の祭りなどに参加してもらうプロジェクト。ホストファミリーなども含めてのべ1万人が交流。

• 外国人グループ支援事業（2018年～）
佐賀県内に住むタイ人の孤立を防ぐためにタイ人や、タイが好きな人でつくるグループを設立。別
紙。

• タイ介護留学事業「志学生プロジェクト」（2019
年～）

少子高齢化が急激に進むタイにおいて、介護の技術を伝えるとともに、タイ農村部の格差をなくす
ためのプロジェクト。タイ人留学生は日本へ留学し、アルバイトをしながら日本語学校で2年、短
期大学の介護コースで2年間修学。介護福祉士の国家資格を取得し、就労ビザ「介護」で働くこと
を目指す。
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サワディー佐賀
＝佐賀県内のタイ人のコミュニティ

• タイ人たちが仲良くなり、困ったことがあ
ればお互いで助け合うための団体
（2018年1月スタート）

• タイ料理教室、タイ語教室を開催

• タイフェスティバルへの協力

•東京2020大会ホストタウンおもてなし

•祐徳稲荷神社での通訳ボランティア

• タイ語での災害情報の発信
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佐賀県では、これまでも、県とＣＳＯが協力しいろいろな課題を解決

佐賀だからこそできる支援

県・市町 ＣＳＯ

信頼性・公平性のもとでのネットワーク
構築やプロジェクト推進などの
コーディネート

国内外での被災者・難民支援の経験

県で全体調整

ワンチームできめ細やかな支援を実現

ウクライナひまわりプロジェクト

佐賀県、市町、ＣＳＯで、ＳＡＧＡ Ｕｋｅｉｒｅ Ｎｅｔｗｏｒｋを立ち上げ。

全国初 官民連携でウクライナ避難民をワンストップで支援。

ＳＡＧＡ Ｕｋｅｉｒｅ Ｎｅｔｗｏｒｋ

サ ガ ウ ケ イ レ ネ ッ ト ワ ー ク

佐賀子育て応援団ココロ 難⺠を助ける会 Civic Force

テラ・ルネッサンス

佐賀県国際交流協会

佐賀未来創造基金地球市⺠の会

かけはし
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佐賀県

CSO佐賀市

窓口：
国際課

窓口：
国際課

窓口：
佐賀NGOネットワーク
（事務局・地球市民の会）

SAGA Ukeire Network ～ウクライナひまわりプロジェクト～

• 「県ウクライナ支援相談窓口（通訳・生
活のサポート等） 」

• 国、市町、関係機関等との総合調整
• 生活支援物資の手配
• 義援金の手配
• 仮住居の手配

佐賀県

• 受入窓口の設置
• 住居
• 福祉サービス
• 生活に必要となる道具の提供
• 学校教育
• 保育所
• 医療

佐賀市

• 相談・通訳、生活のサポート
• 日本語教育物資支援
• 食糧支援
• 就労支援
• 難民への理解講座
• 日本人への理解講座
• 来日後の生活ガイダンス
• 子どもの預かり
• 雇用支援
• 航路代補助

CSO
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4/15以降、15組33人を受け入れ
9日朝に15組目受け入れ！
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佐賀県内の外国人の現況
佐賀県内外国人住民数推移

前年比

ベトナム 2162 -249 ベトナム 2411 ベトナム 2222 ベトナム 1743 ベトナム 1295 中国 1276

中国 983 -167 中国 1150 中国 1339 中国 1274 中国 1236 ベトナム 978

フィリピン 651 -14 フィリピン 665 インドネシア 736 韓国または朝鮮 719 韓国または朝鮮 722 韓国または朝鮮 717

韓国 561 -98 韓国または朝鮮 659 韓国または朝鮮 693 フィリピン 656 フィリピン 625 フィリピン 602

ネパール 482 -72 インドネシア 609 フィリピン 679 インドネシア 618 インドネシア 511 インドネシア 455

インドネシア 472 -137 ネパール 554 ネパール 567 ネパール 407 ネパール 339 ネパール 283

ミャンマー 261 15 ミャンマー 246 ミャンマー 175 スリランカ 137 スリランカ 183 米国 117

米国 107 -9 米国 116 米国 121 米国 115 米国 111 スリランカ 101

スリランカ 85 20 タイ 83 タイ 82 ミャンマー 100 バングラデシュ 88 タイ 83

朝鮮 71 - カンボジア 68 スリランカ 79 タイ 79 タイ 77 バングラデシュ 75

タイ 71 -12 スリランカ 65 カンボジア 69 バングラデシュ 68 ミャンマー 73 カンボジア 72

外国人計 6391 -640 外国人計 7031 外国人計 7204 外国人計 6338 外国人計 5666 台湾 54

※佐賀県発表「在留外国人数【国籍別】」をもとに山路作成 ミャンマー 53

外国人計 5140

在留資格

前年比

技能実習 2089 -780 技能実習 2869 技能実習 3260 技能実習 2580 技能実習 2153 技能実習 1863

永住者 1036 -8 永住者 1044 永住者 1016 永住者 1009 永住者 978 永住者 975

留学 544 -279 留学 823 留学 999 留学 947 留学 871 留学 744

特定活動 451 47 特別永住者 450 特別永住者 458 特別永住者 475 特別永住者 482 特別永住者 501

特別永住者 437 -13 特定活動 404 技・人・国 368 技・人・国 306 技・人・国 247 日本人配偶者 248

技・人・国 413 33 技・人・国 380 家族滞在 299 家族滞在 271 家族滞在 240 家族滞在 208

日本人配偶者 296 日本人配偶者 271 日本人配偶者 236 技・人・国 169

2017年（16年末）

2022年 2021年 2020年

2022年 2021年 2020年 2019年 2018年

2019年 2018年 2017年（16年末）
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佐賀県の外国人数と推計

年 2022 2021 2020 2019 2018 2017

人数 6391 7031 7204 6338 5666 5140

伸び率 91% 98% 114% 112% 110%

佐賀県は農業県であり、技能実習はまだまだ増加傾向
特定技能も、2021年63人→2022年316人と増えている。
コロナ前は、外国人数が前年比110％の伸び率で増加
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佐賀県の外国人数と推計
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伸び率110％で増えれば、
2030年には倍の外国人数に

引用：佐賀県在留外国人
数をもとに推計
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佐賀県内の人手不足の現状
◆佐賀県人口（全国42位）

佐賀県人口は2022年末で80万人を切り、
戦前並み（昭和20年＝83万人の人口水準まで落ち込み。
2030年には75万人に。
最盛期（昭和34年＝97万人）から18％減少
10年前と比べても、4万3545人の減少
（武雄市人口＝4万7021人が消えたのとほぼ同じレベル）

佐賀県統計と
国立社会保障・人口問題研究
所データより作成

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

700000

800000

900000

1000000

1999 2004 2009 2014 2019 2030（推計）

佐賀県人口推移
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佐賀県内の人手不足の現状
◆有効求人倍率
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

佐賀県有効求人倍率（求人/求職）

佐賀倍率 全国

職業別有効求人・求職状況（ハローワーク佐賀・月報さが）によると、建
築・土木技術者等（5.78倍）、介護員・ホームヘルパー（3.63倍）など
で高い水準。

出典：佐賀労働局
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年 人口 前年比 外国人

2017 823326 5140

2018 818752 -4574 5666
2019 814025 -4727 6338
2020 811016 -3009 7204
2021 805017 -5999 7031
2022 799757 -5260 6391

2025（推計） 785000 -14757 8506
2030（推計） 757000 -28000 13700

佐賀県内の人手不足の現状

今の外国人受け入れの増加ペースでは人口
減をカバーしきれない。よりダイナミック
な「外国人に選ばれる地域」づくりが必要。



認定NPO法人地球市民の会

佐賀県内の主な人口減対策

• 子育てしたい県“さが”（2019総合計画、外国人へ
の言及は、留学生と地域日本語教室のみ、『多文化共
生』のワード登場も1回）

・結婚を希望する⼈を応援する機運の醸成 ・妊娠・出産・育児⽀援 ・保育士、放課後児童⽀援員等の確保

・幼稚園教諭などの⼈材育成 ・障害児対応等の保育サービスの充実 ・子どもたちが骨太で健やかに学び育つ環境づくり

・児童虐待の発生予防、早期発⾒ ・家庭的養護の推進 ・ひとり親家庭⽀援 ・小児慢性特定疾病児童とその家族への⽀援

・ニート・ひきこもり⽀援 ・⼥性の活躍推進と男性の意識改革 ・ワーク・ライフ・バランスの推進 など

• 佐賀県立大学構想（2022年知事選マニフェスト）

• 西九州短期大、佐賀女子短期大がミャンマー介護
留学事業※県社協が介護福祉士養成施設（留学生
含む）に就学資金貸付
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地方現場で感じる多文化共生の課題
•人口減で人手不足も、外国人雇用にはつながらない
（保守的な地域性）＝ウクライナ人は31人中6人のみ。

•日本語が上達しない（日本語教育の時間の短さ、日本
語教師不足により、個別対応が難しい）

•自立に向けたインフラが整備されていない。

•外国人対応ができる士業が少ない。

•多文化共生施策は行政中心で進む。一方、CSO（市民
社会組織）数が人口当たりで1位になったことがあるに
も関わらず、NPOでは多文化共生の担い手が育成され
ていない。社会課題が多すぎる？
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• 20市町担当者も、人員不足で多文化共生には手が回
らない（現在、多文化リソース調査中）。

•技能実習生にアウトリーチする難しさ（県外の管理団
体）

•外国人散在地域であり、外国人が分散して住む。交流
が難しい。

•大規模災害が毎年のように発生。言葉の壁。
2018年、毛受氏に来ていただき、「人口激減時代の
地方はどう生き残っていくか」をテーマにシンポジ
ウム。しかし、まだまだ地域で「外国人を受け入れ
る」という機運上昇、地域の覚悟に結びつけられて
いない。

地方現場で感じる多文化共生の課題
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メンバー（声掛け）リスト

行政

CSO

日本語教育機関

企業・経済団体

士業

医療機関

福岡入管外国人コミュニティ

九州外国人支援ネットワーク（仮）

生
活
支
援
分
科
会

災
害
分
科
会

日
本
語
教
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分
科
会

企
業
（
就
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分
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会
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国
人
コ
ミ
ュ
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ィ

分
科
会

サワディー佐賀、佐賀ミャンマー留学生会、中国学
友会、熊本フィリピン人コミュニティ etc.

各県の国際課、国際交流の担当部署、労働局、警察等 JICA九州
※各県の多文化共生マネージャー経由で依頼

各県の日本語学校、大学、短大、日本語教室等

各県の国際交流協会、コムスタカ―外国人と共に生きる会、移住連九州ネット
ワーク、アジア女性センター、NGO福岡ネットワーク、協力隊各県OB会

各県弁護士会、司法書士会、行政書士会

JC、ライオンズクラブ、ロータリークラブ、
商工会議所

医療通訳導入の医療機関等

タブマネ全国協議会

事務局・地球市民の会
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ご清聴ありがとうございました

地球市民ファンド募集中！
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